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レーザー照射から 24 時間後、過酸化水素に 5 時間曝露して細胞内グルタチオン、4-ヒドロキシノネ
ナル蛋白(4-HNE)、血管内皮成長因子(VEGF)について調べた。 
【結果】 


















 培養ブタ網膜色素上皮細胞を対象として、波長 1940nmレーザーを 10秒間照射し、照射中心部の最







 レーザー照射 3時間後の細胞死は Tmax58℃で、24時間後の細胞死は Tmax50℃以上でみられ、細胞
死に至らない Tmax43℃で GSH/GSSG比の有意な増加と 4-HNE生成の有意な減少がみられた。VEGF分泌
については、24 時間後では各温度上昇で変化なく、６時間後では Tmax40℃,43℃で増加傾向と 46℃
での有為な増加がみられ、過酸化水素曝露後にみられる VEGFの分泌増加は Tmax43℃の温度上昇で有
意に減少した。 
 網膜色素上皮細胞において致死閾値下温度上昇により、酸化ストレスに起因する生成物減少や
VEGF 分泌減少が誘導されたことから、酸化ストレスに対する防御を温度上昇により強化しうる可能
性が明らかとなり、網膜色素上皮細胞での酸化ストレスが関与する疾患での致死閾値下温度上昇を用
いた病態改善の可能性が示唆された。 
 
 本研究成果は、網膜色素上皮に対するレーザー治療の可能性に関して新知見を与えるものであり、
本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定された。 
